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MTUについて

システムMTUのガイドライン
システムMTU値を設定する場合、次の注意事項に留意してください。

•すべてのインターフェイスで送受信されるフレームのデフォルト最大伝送単位（MTU）サ
イズは、1500バイトです。10または 100 Mbpsで動作するすべてのインターフェイスで
MTUサイズを増やすには、system mtuグローバルコンフィギュレーションコマンドを使
用します。また、system mtu jumboグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用
すると、すべてのギガビットイーサネットインターフェイス上でジャンボフレームをサ

ポートするようにMTUサイズを増やすことができます。

• system mtuコマンドはギガビットイーサネットポートには影響せず、system mtu jumbo
コマンドは 10/100ポートには影響しません。system mtu jumboコマンドを設定していな
い場合、system mtuコマンドの設定はすべてのギガビットイーサネットインターフェイ
スに適用されます。

MTUの設定方法

システムMTUの設定
10/100インターフェイスまたはギガビットイーサネットインターフェイスすべてのMTUサイ
ズを変更するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. system mtu bytes

3. system mtu jumbo bytes

4. end
5. copy running-config startup-config
6. show system mtu

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

スイッチ# configure terminal

指定できる範囲は、1500～9198バイトです。デフォ
ルトは 1500バイトです。

system mtu bytes

例：

ステップ 2

スイッチ(config)# system mtu 2500

指定できる範囲は、1500～9198バイトです。デフォ
ルトは 1500バイトです。

system mtu jumbo bytes

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# system mtu jumbo7500

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# end

コンフィギュレーションファイルに設定を保存しま

す。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

スイッチ# copy running-config startup-config

設定を確認します。show system mtu

例：

ステップ 6

スイッチ# show system mtu

システムMTUの設定例
次に、ギガビットイーサネットポートの最大パケットサイズをバイトに設定する例を示しま

す。

スイッチ(config)#

スイッチ(config)# exit
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システムMTUの設定例



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


